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 梅雨明けが待ち遠しい季節になりました。保育園では、7 月 7 日の七夕まつりに向けて、笹飾り作りや出店

の準備が始まります。子どもたちが楽しみにしている七夕の日は、晴れて天の川がきれいに見えるといいです

ね。ぜひ、ご家庭で夜空を見る機会があれば天の川を探してみてくださいね。 

 さて、今回は、子どもの『気質』について取り上げてみたいと思います。 

 

子どもの性格は気質に関係があるの？ 

気質とは、先天性な性格の特徴として、その子の持つ性格の基盤になっているものです。特に、乳幼児頃の

行動に現れることが多く、気質がその後の性格に影響していると言われています。例えば、感情の起伏が激

しかったり、落ち着きがなかったり、こだわりが強かったりという性格はどれも生まれ持った気質

からなる性格だそうです。気質は、その子の生まれつきの性格であるため、変えることはできませ

んが、気質による行動を理解した上で、接し方や対応の仕方を工夫するとイライラすることも少な

くなるかもしれませんね。  

 

９つの気質について  

気質には９つの種類があり、気質の強弱の組み合わせが、その子らしさになっているそうです。子どもの

気質を把握して、どんな関わりをしていくかを考えることが大切ですね。  

 

1. 活動の活発さ（活動性）  

• 身体の動きがアクティブ、おとなしい、テンションが高い、など  

• 活発に動いている時間が長い子と、じっとしている時間が長い子がいる。また、動きの

激しさにも差がある  

 

2. 集中力の持続性（注意の逸れやすさ・注意の幅と持続性）  

• ひとつのことに没頭できる、気が逸れやすい、飽きっぽい、など  

• ひとつのことだけに注意を向けるのか、複数のことに注意を向けるのか、そしてそれが

どれくらい持続するかの違いを指す  

 

3. 粘り強さ（行動の可変性）  

• へこたれない、言い出したら聞かない、すぐあきらめる、など  

• 難題を前に、どれだけ粘れるかを指す  

 

4. 新しい環境への反応の仕方（新しい刺激に対する接近、回避の傾向）  

• 新しいことにワクワクする、もじもじする、など  

• 新しい環境、新しい人に出会ったときに、どう反応するかを指す  



 

5. 規則正しさ（生理的な規則性）  

• 身体機能（睡眠、食事、排泄）が規則的、ルーズ、など  

• 生物学的なものに基づく行動や機能が規則正しいかどうかの基準  

 

6. 変化に対応する順応の速さ（順応性）  

• 環境が変わったときの順応が早い、ゆっくり、など  

• 新しい状況や環境、人間関係などに対してスムーズに適応できるかどうか。順応性の有

無により、環境を変えることがよい刺激になるのか、環境を変えないほうがいいのかを

判断できる  

 

7. 五感の敏感さ  

• 外的な刺激や内的な刺激に敏感、あまり気にしない、など  

• 周りの音にどう反応するか、気温の変化に敏感か、など五感がどれくらい敏感かを指す  

 

8. 喜怒哀楽の激しさ（反応の強さ）  

• よく笑う、よく泣く、感情を外に出さない、など  

• 外的刺激や内的刺激（内部的な身体感覚）に対する反応の強さを指す  

 

9. ベースの気性（機嫌のよさ）  

• 機嫌がいい、気難しいところがある、など  

• 日常の大半をどのような気分で過ごすか、物事をポジティブにとらえるか、ネガティブ

にとらえがちか、という一般的な傾向を指す  
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誰もが、これら 9 つの気質それぞれを＜強・中・弱＞と異なる形で持ち合わせているそうで

す。「うちの子は引っ込み思案な気質だから、いろいろな場所に連れていって、場慣れをさせ

よう」とか、「うちの子は飽きっぽい気質だから、小さなゴールをいくつも設定して、目標を

クリアする喜びを身体で覚えさせよう」というように、その子に合った対応や接し方を変える

ことで、その子らしく生きられるヒントになると思います。迷ったときは、その子の気質に合

った対応を考えていくといいですね。  

 

 

 


